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（た
ば
た
　
み
の
る
／
本
誌
編
集
長
）

私
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

「
マ
ル
ク
ス
再
読
」
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
１
８
年
の
論
文

「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る

「生
活

過
程
｝
の
位
置
に
つ
い
て
」
八
本
誌
、
１
４
２
／
１
４
３
号
に
連
載
）
以
降
は
、
「
マ
ル
ク
ス
と
生
活
過
程
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を

続
け
て
い
る
。
す
こ
し
そ
の
近
況
を
綴
っ
て
み
た
い
。

私
を
含
め
、
今
日
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
①
「
ソ
連
型
社
会
主
義
」
や
「Ｍ
Ｌ
主
義
」
の
根
本
的
総
括
を
柱
に
し
た
「２
０
世
紀
問
題
」
、

②
「Ｍ
Ｌ
主
義
」
の
呪
縛
を
解
い
て
マ
ル
ク
ス
の
画
期
的
意
義
と
歴
史
的
限
界
を
マ
ル
ク
ス
に
内
在
し
て
再
研
究
す
る

「
１
９

問
題
」、
そ
し
て
③
山
積
す
る
人
類
史
的
規
模
の
危
機
を
前
に
我
々
は
マ
ル
ク
ス
か
ら

〈特
に
〉
何
を
学
び
、
マ
ル
ク
ス
を

向
に

「開
く
」
の
か
を
主
題
と
す
る

「２
１
世
紀
問
題
」
、
こ
の
三
つ
に

〈同
時
に
〉
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
っ

「２
０
世
紀
問
題
」
に
や
や
疲
労
困
饉
気
味
の
私
の
世
代
と
こ
と
な
り
、
斉
藤
幸
平
を
は
じ
め
若
い
マ
ル
ク

く
輩
出
し
、
「
２
１
世
紀
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
言
論
世
界
で
活
躍
、
国
境
を
こ
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

っ
た
」
と
見
る
の
は
希
望
的
観
測
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
日
の
深
刻
な
グ

ロ
ー

「
マ
ル
ク
ス
と
生
活
過
程

（ｒ
ｏげ
９
∽「
ｏ
お
い
）」
と
い
う
私
の
テ
ー
マ
も

「２
１
世
紀
潤
題
」
を
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
し
直
接
に
は
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
や
現
代
資
本
主
義
や
現
代
国
家
や
侵
略
戦
争
や
米
中
覇
権
衝
突
や
情
報
革
命
の
光
と
影
や
周
辺
部
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

現
代
変
革
論
と
い
っ
た
、
２
１
世
紀
世
界
が
直
面
す
る
実
践
的
課
題
で
、
マ
ル
ク
ス
と
２
１
世
紀
を
繋
ぐ
と
い
う
志
向
な
の
で
は

な
い
。
哲
学
畑
で
生
き
て
き
た
私
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
実
践
的
問
題
意
識
を
組
み
込
み
つ
つ
、
〈思
想
の
枠
組
み
そ
の
も
の
で
〉
マ

ル
ク
ス
と
２
１
世
紀
を
繋
ぐ
作
業
を
め
ざ
し
た
い
の
で
あ
る
．

「生
活
過
程
」
論
は

『
ド
イ
ッ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（１
８
４
５
／
４
６
）
執
筆
の
最
終
局
面
で
急
浮
上
す
る
が
、
仕
上
げ
ら
れ

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
使
用
さ
れ
た
言
葉
を
基
本
踏
襲
し
な
が
ら
、
「
マ
ル
ク
ス
と
と
も
に
、
マ
ル
ク
ス
を

超
え
て
」
試
論
的
で
は
あ
れ
体
系
的
に
提
示
し
て
み
た
い
。
こ
れ
が
私
の
姿
勢
で
あ
る
。
繰
り
返
し
で
恐
縮
だ
が
、
暫
定
全
体
図

は
次
の
よ
う
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

Ａ

・
総
過
程

と
し
て
の
生
活
過
程

（二
丼
〓ｏ
す
）
生
活
過
程

（現
に
作
動
し
つ
つ
あ
る
存
在
様
相
で
み
た
総
過
程
）

現
実
的

社
会
的

（ｏ
●
∽
●
〓
∽
０
，
０
『
生
Ｏ̈
Ｆ
）

な
一〓
油
幅
歯
彊

（単
位
社
会
に
お
け
る
総
過
程
）

Ａ
‐
ｃ
歴
史
的

（〓
∽
ざ
「お
ｏ
す
）
生
活
過
程

（マ
ク
ロ
な
変
容
過
程
と
し
て
見
ら
れ
た
総
過
程
）

Ｂ

・
生
命
過
程

（生
活
過
程
の
地
盤
＝
エ
レ
メ
ン
ト
過
程
）

Ｂ
‐
ａ
地
球
環
境
下
の
生
命
史
的
生
態
学
的
過
程

Ｂ
‐
ｂ

ヒ
ト
お
よ
び
生
理
学
的
身
体
過
程

Ｃ

・
部
分
諸
過
程

Ｃ

‐
ａ
物
質
的

（ヨ
”
お

三ヽ
）
生
活
過
程

（生
活
諸
手
段
の
生
産
、
分
配
、
交
換
、
消
費
の
諸
行
為
、
諸
構
造
、
諸
過
程
）

Ｃ
‐
ｂ
社
会
的

（∽
ｏ
Ｎ
ご
一）
生
活
過
程

（人
間
た
ち
の
相
互
諸
行
為
、
そ
の
諸
構
造
、
諸
過
程
）

Ｃ

‐
ｃ
政
治
的

（Ｏ
ｏ
一〓
∽
ｏ
，
）
生
活
過
程

（社
会
の
公
的
総
括
、
そ
の
諸
行
為
、
諸
構
造
、
諸
過
程
）

Ｃ
‐
ｄ
精
神
的

（ｏ
ｏ
一∽
ご́
）
生
活
過
程

（認
識
、
価
値
判
定
、
行
為
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
学
習
の
諸
活
動
、
諸
構
造
、
諸
過
程
）

Ｄ
・
個
人
的
生
活
過
程

（総
過
程
を
〈織
り
込
み
〉
つ
つ
営
ま
れ
る
人
格
的

（Ｏ
①
「∽
０
ユ
ｏ̈
コ
）
生
活
過
程
、
「生
き
ら
れ
る
」
身
体
過
程
を
含
む
）

ｌ
ｈ
″

●
‐

ヽ
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二
総
過
程
は
マ
ル
ク
ス
で
頻
出
す
る
概
念
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『資
本
論
』
第
３
部
は
「資
本
主
義
的
生
産
の
総
過
程
」
で
あ
る
。
『資

本
論
』
第
２
部
第
３
編

「社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
蓄
積
」
で
は
、
総
過
程
は
相
互
に
独
立
な
個
別
諸
資
本
の
循
環
が
絡
み
合

い

（く
ｏあ
わ巨
〓
”僣
”
”
）、
相
互
前
提
、
相
互
条
件
づ
け
の
な
か
で
行
う
運
動
の
総
体
で
あ
る
。

つ
ま
り
総
過
程
の
概
念
は
、
総
体
を
複
雑
な
分
節
化
と
複
雑
な
相
互
媒
介
の
両
面
か
ら
な
る
動
的
過
程
と
し
て
把
握
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
「総

（”
８
”ヨ
↓
」
は
あ
く
ま
で
経
験
を
ベ
ー
ス
に
も
つ
全
体
把
握
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
総
過
程
の
前
景
化
が
必
要
か
。
た
と
え
ば
Ｂ
生
命
過
程
は
生
活
過
程
の
地
盤

（
エ
レ
メ
ン
ト
）
過
程
で
あ
り
、
Ｃ
ｉ
ａ
物

質
的
生
活
過
程
は
Ｂ
に
直
接
連
接
す
る

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
」
部
分
過
程
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
過
程
は
そ
れ
ぞ
れ

ｏ
●
ｏ
ｏｒ
Ｆ
●８

と

し
て
単
純
に
他
の
諸
過
程
と
並
立
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
特
別
な
位
置
に
も
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
言
え
、
た
と

え
ば
上
台
／
上
部
構
造
論
の
よ
う
に
優
越
的
な
条
件
づ
け
関
係

へ
の
着
目

〈だ
け
〉
で
は
、
「土
台
」
自
身
も
総
過
程
に
よ
り
条
件

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
分
節
化
と
相
互
媒
介
の
動
的
過
程
の
内
部
に
あ
る
と
い
う
事
態
が
視
界
か
ら
消
失
し
、
現
実
的

生
活
過
程
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
総
過
程
視
点
の
前
景
化
な
し
に
は

「
２
１
世
紀
問
題
」
に
も
応
え
ら

れ
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

三
マ
ル
ク
ス
の
用
例
に
あ
た
る
限
り
、
こ
の
総
過
程
を
表
す
生
活
過
程
概
念
と
し
て
は
二
つ
挙
が
る
。
こ
の
う
ち
特
に
重
要
と
思

わ
れ
る
の
は
Ａ
‐
ａ
現

‐
実
的
生
活
過
程
と

Ａ
‐
ｃ
歴
史
的
生
活
過
程
で
あ
る
。

Ａ
‐
ａ
現
実
的
生
活
過
程
‐に
つ
い
て
は
こ
の
間
、
論
文

「現
実
、
意
識
、
イ
メ
ー
ジ
、
そ
し
て
幻
想
」
（本
誌
１
５
８
号
）
ヶ
齢
き
～

ま
た
東
京
グ
ラ
ム
シ
会
で
の
報
告

「現
実
性
と
実
在
性
の
差
異
に
つ
い
て
―

マ
ル
ク
ス
と
グ
ラ
ム
シ
を
繋
ぐ
も
の
‐■
（■
●
■
一■

年
７
月
３
０
日
）
を
有

っ
　
‐
た
。
さ
ら
に
小
論
な
が
ら

「脳
生
理
学
慟
唯
物
論
の
検
討
」
を
書
い
た
。
こ
の
種
の
雄
物
禰
一は
一

の
連
鎖
交
差
す
る
過
程
と
し
て
の
現
実
過
程
を
さ
け
、
け

脳
過
程
の
精
密
な
観
察
と
記
述
を
志
向
す
る
。

|

Ｌ
Ｙ
率

が
や
ん
で
い
る
こ
と
を

確
認
し
た

（『提
言
』
２
０
２
号
、
２
０
２
２
年
１
１
月
１
日
）。

マ
ル
ク
ス
の

「
フ
オ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
・第
１
テ
ー
ゼ
」
（１
８
４
５
）
や
グ
ラ
ム
シ

「実
践
の
哲
学
」
は
明
ら
か
に

「現
実
性
」
を
、

し
た
が
っ
て
ま
た
生
活
諸
活
動
と
そ
の
連
鎖
交
差
の
過
程
を
原
理
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
言
葉
と
し
て
は

「Ｓ
】
を
用

い
て
い
る
が
、
独
訳
や
日
本
語
訳
は

１
守
要
ｏド
や
現
実
的
を
あ
て
て
い
る

（『獄
中
ノ
ー
ト
』
０
８
ム
‐
ｏ
∞
な
ど
）
。
ヘ
ー
グ
ル
で

も
現
実
性
は
客
体
の
論
理
と
主
体
の
論
理
を
媒
介
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
て
、
可
能
性
や
必
然
性
や
偶
然
性
が

動
的
に
絡
み
、
活
動
の
媒
介
に
よ
る
可
能
性
の
現
実
性
へ
の
転
化
も
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
か
つ
て
の

「弁
証
法
的
唯
物
論
」
で
権
威
の
一
つ
と
さ
れ
た
レ
ー
ニ
ン

『唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』
（１
９
０
８
）
は
唯

物
論
を
主
に
実
在
論
と
し
て
解
釈
し
、現
実
性
（要
”井
Ｆ
Ｆ
″
じ

と
実
在
性
（”
８
澪
鮮
）
の
差
異
の
自
党
的
提
示
を
欠
い
て
い
た
。
「意

識
は
独
立
な
物
質
の
反
映
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
反
復
さ
れ
る

（拙
論

「
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
の
差
異
に
つ
い
て
―
―
レ
ー

ニ
ン
哲
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
不
在
問
題
」
『社
会
主
義
理
論
学
会
年
報
』
創
刊
号
、
１
９
９
２
年
２
月
、
参
照
）。
し
か
し
現
実
性

の
み
が
、
つ
ま
り
生
活
活
動
諸
主
体
が
意
識
的
に
、
す
な
わ
ち
生
活
活
動
自
体
を
認
識
、
価
値
判
定
、
行
為
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
学
習

の
対
象
と
し

〈
つ
つ
〉、
環
境
的
自
然
や
主
体
的
自
然
や
他
者
や
組
織
や
物
と
の
あ
い
だ
で
行
う

”ａ
ｏ
●
‥【８
２
８
‥〓
８
８
風
ｏ
”
の

連
鎖
交
差
の
過
程
の
み
が
、
自
分
自
身
と
対
象
の
実
在
性
を
同
時
的
に
確
証
す
る
の
で
あ
っ
て
、
逆
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
想
像
や
幻
想
や
倒
錯
は
確
信
内
容
が

「非
実
在
」
だ
と
は
い
え
、
生
活
活
動
や
攻
撃
行
動
の
意
識
的
契
機
と
し
て
も
強
く

働
く
の
で
あ
っ
て
、
「非
現
実
」
だ
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
言
え
な
い
。
カ
ル
ト
宗
教
に
入
信
し
た
母
が
全
資
産
を
寄
付
名
目
で
収
奪

さ
れ
、
事
実
上
３
人
の
子
供
を
見
捨
て
た
。
「大
東
亜
共
栄
圏
」
の
た
め
の
戦
争
だ
と
か
、
天
皇
は

「現
人
神
」
だ
と
の
宣
伝
で
侵

略
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
他
者
を
殺
害
し
戦
死
し
た
。
実
在
性
だ
け
で
済
む
の
な
ら
同
意
獲
得
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
も
自
由
な
相
互

批
判
的
言
論
も
不
要
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
実
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
的
生
活
過
程
を
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

・も
う

一
つ
の
総
過
程
で
あ
る
「歴
史
的
生
活
過
程
」
の
展
開
は
、
実
に
包
括
的
で
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
今
年
の
１

月
２
５
日
に
大
阪
労
働
学
校
の
講
義
で
「晩
期
マ
ル
ク
ス
が
直
面
し
た
諸
問
題
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
。
１
８
５
９
年
の

『経

済
学
批
判
』
序
言
は
従
来
、
マ
ル
ク
ス
の
意
図
と
は
別
に
、
「唯
物
論
的
歴
史
観
」
の
「定
式
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
１
８
７
３
年
か

45
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ら
１
８
８
３
年
ま
で
の
晩
期
マ
ル
ク
ス
の
仕
事
を
追
跡
し
つ
つ
、
こ
の
四
半
世
紀
に
近
い
時
間
の
経
過
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
の

歴
史
観
に
ど
ん
な
変
容
が
確
認
さ
れ
る
の
か
、
ま
す
は
見
極
め
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

晩
期
マ
ル
ク
ス
も
色
ん
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
に
広
範
に
残
存

す
る
農
耕
共
同
体
の
崩
壊
↓
共
同
体
農
民
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
↓
ロ
シ
ア
の
資
本
主
義
発
展
、
こ
の
コ
ー
ス
が
果
た
し
て
不
可
避

な
の
か
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
ナ
ロ
ー
ド

ニ
キ
た
ち
と
の
意
見
交
換
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ン
ス
語
版

『資
本
論
』

（１
８
７
２
‐
７
５
）
で
こ
の
不
可
避
性
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
定
し
、
１
８
７
７
年
に
は

「特
殊
研
究
」
な
し
に
自
分
の
説
を

「万

能
の
合
鍵
」
と
し
て

「歴
史
哲
学
的

一
般
理
論
」
に
変
質
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
拒
否
し
て
い
る
。
農
耕
共
同
体
が
準
む
私
的
所
有

の
エ
レ
メ
ン
ト

（家
屋
と
付
属
地
の
私
有
）
と
集
団
的
所
有
の
エ
レ
メ
ン
ト

（農
地
の
共
有
と
定
期
的
再
分
割
）
の
ど
ち
ら
が
勝

利
す
る
か
に
か
か
わ
る

「オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

（』
澪
呂
生
お
）」
が
確
認
さ
れ
、
１
８
６
１
年
の
農
奴
解
放
令
の
線
で
進
む
と
そ
の

崩
壊
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
は
不
可
避
と
な
る
が
、
逆
に
農
耕
共
同
体
が

「同
時
存
在
」
で
あ
る
資
本
主
義
的
生
産
の
肯
定
的
諸
成

果
を

「集
団
的
生
産
」
の
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
て
利
用
し
、
資
本
主
義
を
経
由
ぜ
ず

「
ロ
シ
ア
社
会
の
再
生
」
型
の
発
展
の
道
を
歩

む
可
能
性
も
否
定
さ
れ
な
い
。

晩
期
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
認
識
を
総
過
程
と
し
て
の
歴
史
的
生
活
過
程
論
の
面
で
見
る
と
次
の
よ
う
な

一
般
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。
（
α
）

一
旦
成
立
し
た
シ
ス
テ
ム
が
拡
大
再
生
産
さ
れ
て
い
く

「累
進
的
再
生
産

（お
猥
＆
〓
雰
負

Ｅ
φ
Ｏいぎ
厭

「
ｏ
”
お
∽∽７
ｏ）」
の
論
理
が
資
本
蓄
積
論
や
拡
大
再
生
産
論
な
ど
で
理
論
化
さ
れ
る
が
、
（β
）
こ
れ
は

「同
時
性
」
の
歴
史
空
間

に
お
い
て
①

ド
ー
ナ
ン
ト

倉
ｏ
日
〓
営
■
，
Φ■
∽鮮
８
鮎
レ
ｏ”
０日
０
■
ｏ）
な
形
態
に
す
ぎ
ず
、
②
補
完
的

（８
日
」
ｏ８
ｏ鷺
）
諸
形
態
、

③
隷
属
的

（∽多
ｏ
ａ
〓
“〔ｏ
）
諸
形
態
、
④
対
抗
的

（ｏ
場
ｏ
∽〓
ｏ）
諸
形
態
、
⑤
周
辺
的

（つ
ｏ〓
ぎ
ユ
）
諸
形
態
、
⑥
古
層
的

（露
―
〓
お
）
諸
形
態
な
ど
と
、相
互
媒
介
的
に
併
存
８
輿
●

し
続
け
て
い
る
。
（γ
）
ま
た
こ
の
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
シ
ス
テ
ム
の

「発

生
」
（ド
”
ｏ静
∽ｏ）
の
論
理
は
、
拡
大
再
生
産
の
単
純
な
論
理
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
旧
制
度
の
解
体
過
程
で
、　
一
方
の
商
業
資

本
家
的
貨
幣
蓄
積
、
他
方
の
生
産
手
段
か
ら
暴
力
的
に
分
離
さ
れ
た
労
働
者
大
衆
と
い
う
二
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
、　
一
定
の

「肝

史
的
環
境
」
下
で
、
偶
発
的
創
発
的
に
結
び
つ
き
、
新
た
な
循
環
軌
道
に
の
る
。
こ
れ
は
略
奪
や
征
服
や
奴
隷
化
や
懸
力
的
出
枚

な
ど
を
含
み
、典
型
と
非
典
型
、
順
序
の
不
均
等
を
含
む

「歴
史
的
運
動

（♂
ヨ
ｏ
ｌ
ｏ８
８
一
〓
∽８
ユ
綸
Ｒ
）」
か
ら
説
明
か
れ
る

‐‥――１１
畿
．

本
論
』
第
１
巻

「資
本
蓄
積
論
」
の
最
後
に
描
か
れ
る
「本
源
的
蓄
積
」
や
「近
代
植
民
理
論
」
も
参
照
）
。
（δ
）
晩
朋
マ
′―．ク
ス
”

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」
の
議
論
は
、
資
本
主
義
を
超
え
る
諸
形
態
の

「発
生
」
「生
成
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
の

発
的
に
相
互
媒
介
的
循
環
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の

「歴
史
的

一一Ｆ一難
瀞
難
一一椒
一鱚

参

紅財
」軒麒
以

額一

エ
レ
メ
ン
ト
」
は
す
で

運
動
」
こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
辺
り
を
切
り
口
に

「歴
史
的
生
活
過
程
」
関
連
の
膨
大
な
作
業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

五
Ｃ
‐
ｃ
政
治
的
生
活
過
程
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
、
大
藪
龍
介
と
意
見
交
換
す
る
機
会
を
得
た
。
彼
の

『国
家
と
は
何
か
―
―

議
会
制
民
主
主
義
本
質
論
要
綱
』
（２
０
１
３
）
に
私
が
コ
メ
ン
ト
し

（本
誌
１
５
７
号
、
２
０
２
１
年
１
１
月
）
大
藪
か
ら
リ
プ

ラ
イ
を
い
た
だ
い
た

（同
１
６
１
号
、
２
０
２
２
年
１
１
月
）。
私
の
コ
メ
ン
ト
の
主
旨
は
大
薮
国
家
論
に
は
政
治
行
為
論
の
位
置

づ
け
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
「社
会
の
公
的
総
括
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
政
治
的
生
活
過
程
の
端
初
規
定
に

一
旦
戻
る
こ
と

で
、
行
為
、
構
造
、
過
程
の
全
体
を
射
程
に
入
れ
、
「国
家
の
社
会

へ
の
再
吸
収
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
問
題
意
識
を
今
日
的
に
再

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
大
藪
の
リ
プ
ラ
イ
の
第
１
は
、
私
の
議
論
が

一
般
論
す
ぎ

て
近
代
国
家
の
諸
側
面
を
射
程
に
入
れ
た
専
門
的
議
論
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
そ
の
通
り
で
、

私
自
身
、
そ
れ
を
前
提
に
議
論
し
て
い
る
。
第
２
点
は
大
藪
が
資
本
論
解
釈
に
関
す
る
宇
野
理
論
の
原
理
論
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

近
代
国
家
論
の
原
理
論
を

（
マ
ル
ク
ス
と
は
違
い
イ
ギ
リ
ス
を
古
典
例
と
し
て
）
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

こ
の
第
２
点
目
は
私
が

「
マ
ル
ク
ス
の
生
活
過
程
論
」
で
目
指
し
て
い
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
、
反
面
的
に
自
覚
す
る
う
え
で

大
変
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば

『資
本
論
』
の
端
初
概
念
は
商
品
で
あ
る
。
こ
の
端
初
概
念
の
分
析
段
階
で
は
じ
め
て
、
こ
の
商
品
形
態
に
開
じ
込

め
ら
れ
て
い
る
生
活
諸
活
動

（生
活
手
段
の
生
産

。
分
配

・
交
換

・
消
費
）
が
形
態
の
内
容
面
と
し
て
浮
上
さ
せ
ら
れ
、
制
度
形

態
の
内
的
矛
盾
展
開
に
繋
げ
る
と
い
う
形
を
と
る
。
し
か
し
ド
ー
ナ
ン
ト
な
形
態
は
唯

一
の
形
態
で
も
な
く
、　
一
枚
岩
の
形
態
で

も
な
い
。
国
家
も
ま
た
極
め
て
重
要
な
物
質
的
生
活
過
程
の
制
度
で
も
あ
る
し
、
な
に
よ
り
も
歴
史
空
間
に
は
農
耕
共
同
体
や
労

働
者
協
同
組
合
の
よ
う
に
古
層
的
、
周
辺
的
、
対
抗
的
諸
形
態
も
併
存
し
て
い
て
、
そ
の
一
部
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
的
未
来
社
会

の
エ
レ
メ
ン
ト
を
な
す
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。
物
質
的
生
活
過
程
の
端
初
規
定
は
当
然
こ
れ
ら
諸
形
態
を
包
摂
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
ー
ナ
ン
ト
な
制
度
形
態
の
学
的
認
識
が
自
己
完
結
的
目
的
で
は
な
く
、
ド
ミ
ナ
ン
ト
形
態
の
内
外
に
あ
る
「
オ

ル
タ
ナ
テ
イ
ブ
」
の
諸
エ
レ
メ
ン
ト
の
創
発
的
相
互
媒
介
軌
通
の
た
め
の

「歴
史
的
運
動
」
が
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
。

そ
れ
ら
を
創
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中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
精
神
的
生
活
過
程
を
宗
教
が
独
占
し
て
い
た
時
代
で
も
、
精
神
的
生
活
過
程
の
端
初
規
定
を
ド
‥

ナ
ン
ト
な
制
度
の
概
念
把
握
の
た
め
の
端
初
規
定
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
学
問
、
芸
術
、
哲
学
の
よ
う
な
領
域
区
分
と
混

同
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
ま
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
精
神
的
生
活
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
的
構
造
と
混
同
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
私
の
場
合
は
認
識
、
価
値
判
定
、
行
為
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
学
習
、
想
像
、
表
現
な
ど
と
精
神
的
生
活
活
動
の
基
本
形

態
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
を
活
動
、
構
造
、
過
程
の
三
層
で
と
ら
え
、
他
の
部
分
諸
過
程
と
の
総
過
程
的
媒
介
の
内
部
で
論
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
超
複
雑
な
精
神
的
生
活
過
程
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

大
藪
と
の
議
論
を
と
お
し
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
政
治
的
生
活
過
程
の
端
初
規
定

（社
会
の
公
的
総
括
、
そ
の
行
為
、
構
造
、

過
程
）
と
そ
の
ド
ー
ナ
ン
ト
な
形
態
と
し
て
の
近
代
国
家
の
関
係
を

一
層
多
く
の
媒
介
を
入
れ
て
論
じ
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。

政
治
体
制
も
、
官
僚
制
も
、
政
治
行
動
へ
の
諸
個
人
の
参
加
形
態
も
、
反
乱
や
社
会
運
動
も
、
中
心
と
周
辺
、
国
家
機
構
と
市
民
社
会
、

ツ紗
／
′地
域
政
治
と
国
民
国
家
政
治
と
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
、
行
動
レ
ベ
ル
と
構
造
レ
ベ
ル
な
ど
で
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。
「社
会
の
公
的

／
／
　
総
括
」
機
能
が

「社
会
に
再
吸
収
」
さ
れ
る
形
態
、
そ
の
た
め
の
諸
エ
レ
メ
ン
ト
の
確
認
も
間
わ
れ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
端

Ｚ
ん
規
定
は
こ
れ
ら
を
包
括
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

」
ヽ一ノ

最
後
に

「個
人
的
生
活
過
程
」
に
か
か
わ
る
研
究
の
近
況
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
諸
個
人
は
総
過
程
を
織
り
込
み
な
が
ら
有

限
な

一
回
き
り
の
人
生
を
織
り
上
げ
る
。
時
間
面
で
は
循
環
的
時
間
、
段
階
的
時
間
、
危
機
の
時
間
の
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
８
０
年
前
後

（現
在
の
日
本
の
場
合
）
の
人
生
を
生
き
、
世
界
面
で
は
２
人
称
の
他
者
と
の
親
密
圏
を
中
心
に
人
称
的
に

分
節
化
し
た
諸
関
係
わ
ら
な
る
生
活
世
界
を
生
き
る
。
生
活
活
動
も
、
い
の
ち
の
再
生
産
、
労
働
、
相
互
行
為
、
政
治
行
為
、

学
習
や
精
神
的
生
活
活
動
、
遊
び
、
戦
略
的
活
動
、
「危
機
を
生
き
る
」
な
ど
、
複
雑
に
分
節
化
し
て
い
る
。
時
々
刻
々
に
変
化

す
る
状
況
の

「意
味
」
を
そ
の
都
度

「理
解
」
し
つ
つ
、
適
切
な
行
為
を
選
択
し
つ
づ
け
、
私
、
他
者
、
組
織
、
自
然
、
も
の
の

間
の
お
Ｌ
８
１
８
＆
８
‐〓
お
譴
ｏＬ
ｏ
甲
８
●
，
８
轟
ｏＬ
ｏ●
の
連
鎖
交
差
の
現
実
的
生
活
過
程
を
生
き
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
個
人
的
生
活
過
程
関
連
で
最
近
取
り
組
ん
だ
の
は

「「生
き
る
」
思
想
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
哲
学
茶
話
会
で
の
報
告

「「生

き
る
」
思
想
に
つ
い
て
考
え
る
」
（『地
域
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
２
１
４
号
、
２
０
２
２
年
１
０
月
）
お
よ
び
大
阪
哲
学
学
校
で

の
同
タ
イ
ト
ル
の
報
告

（２
０
２
２
年
１
１
月
）
で
あ
る
。
後
者
は

Ｆ
ｇ
∽一ヽ
そ
８
日
・び
ｏヽ
３
卜
ｏ
〓
〓
ど
ｏ
い
で
見
る
こ
と
が
で
■
る
一

い
た
だ
き
た
い
Ｑ

ら
織
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
、
た

‐
ｂ
生
理
学
的
身
体
と
は
明

さ
れ
る
べ
き

「生
き
ら
れ
る
（び
ｏＦ
Ｆ
）」
身
体
と
し
て
の
質
を
伴
う
。
同
じ
よ
う
に
思
想
も
世
界
で
展
開
す
る
各
種
の
「大

き
な
思
想
」
と
、
諸
個
人
が
出
会
い
や
危
機
や
体
験
を
重
ね
つ
つ
、
構
築
、
変
容
、
改
造
を
反
復
し
身
に
つ
け
て
い
る

「「生
き
る
」

思
想
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
諸
個
人
が
生
き
る
場
合
、
そ
の
都
度

一
定
の
認
識
パ
タ
ン
、
価
値
判
定
基
準
、
行

為
格
率
が
働
く
。
こ
れ
ら
は
通
常
は
セ
ン
ス
化
さ
れ
ル
ー
チ
ン
化
さ
れ
て
い
る
が
大
な
り
小
な
り
普
遍
的
な
質
、
し
た
が
っ
て
思

想
の
質
を
伴
う
。
危
機
局
面
で
は
そ
こ
に
季
ま
れ
て
い
る
分
裂
が
顕
在
化
し
、
改
造
も
迫
ら
れ
る
。
危
機
に
際
し
て
社
会
運
動
が

媒
介
し

「大
き
な
思
想
」
が

「織
り
込
ま
れ
」
、
「「生
き
る
」
思
想
」
が
再
編
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
逆
に
「「生
き
る
」
思
想
」
が

社
会
運
動
を
媒
介
に

「大
き
な
思
想
」
に
変
容
を
迫
る
場
合
も
あ
る
。

釈
迦
の

「人
生
は
苦
で
あ
る
」
と
か
ニ
ー
チ
ェ
の

「生
き
る
こ
と
は
支
配
す
る
こ
と
だ
」
に
賛
否
の
反
応
を
す
る
こ
と
が
問
題

な
の
で
は
な
い
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
う

「生
活
の
吟
味
」、
グ
ラ
ム
シ
の
言
う

「全
員
哲
学
者
」
の
線
で
思
想
の
現
実
形
態
を
追
跡

す
る
と
、
こ
の
「「生
き
る
」思
想
」
の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
私
も
自
分
自
身
の
「生
き
る
」
思
想
に
つ
い
て
対
自
化
を
試
み
て
み
た
。

傍
目
八
日
で
な
か
な
か
難
し
い
が
、
皆
さ
ん
も

一
度
試
み
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

，
■
■
■
「■
■

ギけで
「ヽ
′́Ｌ

最
近
、
植
村
邦
彦
や
的
場
昭
弘
の
本
を

何
冊
か
読
む
機
会
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
な
が

ら
こ
の
二
人
の
マ
ル
ク
ス
研
究
の
視
界
の

広
さ
、
デ
ー
タ
の
膨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

研
究
室
や
書
庫
も
溢
れ
か
え
っ
て
大
変

だ
ろ
う
な
と
、
要
ら
ぬ
心
配
政
で
し
て
し

ま
う
。
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